
10　月

11　月

　日本画、洋画･ﾃﾞｻﾞｲﾝ、工芸･彫刻、書､
写真の五部門で創作活動をしている糟屋地
区内の美術愛好家から､ 美術文化の普及向
上とユニークな芸術文化の創造発展を趣旨
とした作品を募集し、展示会を開催します。
是非、ご鑑賞ください。
●会　期　11月10日 (木 )～17日 (木 )
　　　　　10:00～17:00(14日は休館日)
●会　場　粕屋町総合体育館内サブアリーナ
●表彰式　11月13日 (日 )
　　　　　13:30～14:30
●ギャラリートーク：表彰式終了後作品展示場にて

●日　時　11月6日 (日 )　
　　　　　 開場 9:30～　開演10:00～

●会　場　アザレアホール須恵
●入場料　無料
　どなたでも自由に、ご覧いただけます。

　多数のご来場、お待ちしています！

テーマ『向う三軒両隣』
サブテーマ「家庭も地域の一員！」

日時：10月29日 (土 )　受付13:00～ 開会13:30～
会場：アザレアホール須恵
参加対象：全町民対象
日程
(1)基調講演 13:45～14:45
　　　講師 :若松進一氏 　　愛媛大学非常勤講師
　　　　　　　　 　　　　  元愛媛県双海町教育長

(2)ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 15:00～16:50
( ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ) 三浦清一郎氏　社会教育･生涯学習研究者
( ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ )   若松進一氏　   愛媛大学非常勤講師
                                    元愛媛県双海町教育長

　　　　　   山野芳朗氏　　須恵第二小学校校長
　　　　　    恵良章治氏　　福岡県立社会教育総合ｾﾝﾀｰ社会教育主事

●日　時　10月30日 (日 )　
【開会行事】
13：00～13：15
【県民体育大会表彰式】
13：15～13：50
【スポーツ講演会】
14：00～15：30

『しまっていこうぜ！』
●講　師：　広澤　克実　氏
　　　　　　（ＮＨＫ、スポーツ日本野球解説者）
●入場料：　無　料　
●場　所：　アザレアホール須恵　

☆ニュースポーツ体験教室（９：００～１２：００）
・ トランポリン体験教室　　あおば会館
・ ターゲットバードゴルフ体験教室　　須恵中学校運動場
※スポーツ講演会、ニュースポーツ体験教室いずれも、無料

でご参加いただけます。多数のご参加をお待ちしております。

秋 ま つ り ●太 田 晴 美
●久 永 ナ ミ 子

●松 田 紀 代 子
●三 川 縫 子
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SUE TOWN COMMUNICATION SPACESUE TOWN COMMUNICATION SPACE

１６日（日）美山あすか歌謡教室発表会
２３日（日）ミュージック華カラオケ発表会
　　　　　　文化協会囲碁大会(和室)
２６日（水）須恵東中学校文化発表会
２９日（土）生涯学習まちづくりフォーラム
３０日（日）スポーツフェスタ・ふくおか

　６日（日）文化協会和舞踊部発表会
　８日（火）須恵中学校文化発表会
１３日（日）九州北地区吟道講座
２３日（水）音のアトリエどるちぇ発表会
２４日（木）バンブーオーケストラコンサート

第33回糟屋地区美術展
展示のご案内

須恵町文化協会
第12回和舞踊部発表会

9月25日 (日 )～10月30日 (日 )(30日は午前中まで )

文化協会写真コンテスト作品展
11月 1 日 (火 )～11月13日 (日 )

―墨を楽しむ―「翠の会」書作展

１階ロビー（ホワイエ）展示予定

平成17年度

生涯学習まちづくりフォーラム
平成17年度

生涯学習まちづくりフォーラム
平成17年度

スポーツフェスタ・ふくおか『生涯スポーツセミナー』
平成17年度

スポーツフェスタ・ふくおか『生涯スポーツセミナー』

どなたでも､気軽にご参加を !!どなたでも､気軽にご参加を !!

この広報紙は、森林保護のため再生紙を 
使用しています。
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掃
施
設
組
合
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合

へ
の
負
担
金
の
増
に
よ
り
、
３
２
２
１

万
５
０
０
０
円
（
３
・
８
％
）
増
加
し

ま
し
た
。

　
町
の
財
政
運
営
が
健
全
か
ど
う
か

の
目
安
と
な
る
経
常
収
支
比
率
は
、

92
・
１
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
８
・
０

％
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標

は
70
％
程
度
が
妥
当
で
こ
れ
が
75
％

を
超
え
る
と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
16
年
度
は
つ

い
に
90
％
を
超
え
て
お
り
、
硬
直
化

が
さ
ら
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
財
源
の
不
足
を
基
金
の
取
り
崩
し

に
よ
り
賄
っ
て
い
る
状
態
で
、
町
の
財

政
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
須
恵
町
で
は
、
数
値
目
標
を
設

定
し
た
人
件
費
の
削
減
、
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
の
指
針
と
し
て
、
行

財
政
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

の
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
扶
助
費
を
合
わ
せ
た

義
務
的
経
費
は
、
33
億
４
０
８
１
万
８

０
０
０
円
（
歳
出
全
体
の
45
・
９
％
）

で
、
扶
助
費
が
、
国
か
ら
の
権
限
移

譲
に
伴
う
障
害
者
支
援
費
制
度
の
影

響
や
、
児
童
手
当
支
給
基
準
の
改
定

に
よ
り
増
加
し
た
た
め
、
前
年
比
、

８
７
２
３
万
円
（
15
・
５
％
）
の
増
と

な
り
、
公
債
費
も
町
債
の
借
り
換
え

の
た
め
４
億
６
３
４
８
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
経
費
の
割
合
が
小
さ
い

ほ
ど
町
の
財
政
運
営
に
ゆ
と
り
が
生

じ
ま
す
。

　
教
育
施
設
、
道
路
整
備
の
充
実
な

ど
、
行
政
水
準
の
向
上
の
た
め
の
投

資
的
経
費
は
、
８
億
７
９
６
１
万
６
０

０
０
円
で
、
歳
出
全
体
の
12
・
１
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
繰
出
金
が

９
億
１
０
５
万
６
０
０
０
円
で
、
前
年

比
17
・
３
％
の
増
で
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
、
清

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

歳出歳出(性質別）の内訳性質別）の内訳
(グラフグラフ3)3)

歳出(性質別）の内訳
(グラフ3)

歳入の内訳歳入の内訳(グラフグラフ1)1)歳入の内訳(グラフ1)

歳出歳出(目的別）の内訳目的別）の内訳
(グラフグラフ2)2)

歳出(目的別）の内訳
(グラフ2)

それぞれ(  )は％

 

総
務
費

第
一
小
学
校
下
町
有
地
整
備
工
事

４
２
６
万
円

役
場
庁
舎
広
告
幕
装
置
設
置
工
事

２
１
５
万
円

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費

８
０
１
万
円

補助費等補助費等
872,415872,415千円千円
(12.0)(12.0)

補助費等
872,415千円
(12.0)

維持補修費維持補修費
84,38784,387千円千円
(1.2)(1.2)

維持補修費
84,387千円
(1.2)

投資及び出資金投資及び出資金
84,21784,217千円千円
(1.1)(1.1)

投資及び出資金
84,217千円
(1.1)
積立金積立金
34,98634,986千円千円
(0.5)(0.5)

積立金
34,986千円
(0.5)

災害復旧費災害復旧費
2,5302,530千円千円
(0.0)(0.0)

災害復旧費
2,530千円
(0.0)

普通建設事業費普通建設事業費
 877,086 877,086千円千円
(12.1)(12.1)

普通建設事業費
 877,086千円
(12.1)

扶助費扶助費
648,225648,225千円千円
(8.9)(8.9)

扶助費
648,225千円
(8.9)

公債費公債費
1,336,1381,336,138千円千円
(18.4)(18.4)

公債費
1,336,138千円
(18.4)

その他の経費その他の経費
3,058,1343,058,134千円千円
(42.0)(42.0)

その他の経費
3,058,134千円
(42.0)

投資的経費投資的経費
  879,616  879,616千円千円
(12.1)(12.1)

投資的経費
  879,616千円
(12.1)

義務的経費義務的経費
3,340,8183,340,818千円千円
(45.9)(45.9)

義務的経費
3,340,818千円
(45.9)

繰出金繰出金
901,056901,056千円千円
(12.4)(12.4)

繰出金
901,056千円
(12.4)

物件費物件費
1,081,0731,081,073千円千円
(14.8)(14.8)

物件費
1,081,073千円
(14.8)

人件費人件費
1,356,4551,356,455千円千円
(18.6)(18.6)

人件費
1,356,455千円
(18.6)

歳    出
7,278,568,278,568千円千円
(100)(100)

歳  出
7,278,568千円
(100)

公債費公債費
1,336,1381,336,138千円千円
(18.4)(18.4)

公債費
1,336,138千円
(18.4)

総務費総務費
765,804765,804千円千円
(10.5)(10.5)

総務費
765,804千円
(10.5)

衛生費衛生費
886,484886,484千円千円
(12.2)(12.2)

衛生費
886,484千円
(12.2)

教育費教育費
901,137901,137千円千円
(12.4)(12.4)

教育費
901,137千円
(12.4)

民生費民生費
1,748,2371,748,237千円千円
(24.0)(24.0)

民生費
1,748,237千円
(24.0)

土木費土木費
1,063,9801,063,980千円千円
(14.6)(14.6)

土木費
1,063,980千円
(14.6)

歳    出
7,278,5687,278,568千円千円
(100)(100)

歳  出
7,278,568千円
(100)

農林水産業費農林水産業費
199,760199,760千円千円
(2.7)(2.7)

農林水産業費
199,760千円
(2.7)

250,052250,052千円千円
(3.4)(3.4)

消防費消防費
250,052千円
(3.4)

消防費

議会費議会費
106,057106,057千円千円
(1.5)(1.5)

議会費
106,057千円
(1.5)

その他その他
20,91920,919千円千円
(0.3)(0.3)

その他
20,919千円
(0.3)

地方交付税地方交付税
1,907,6511,907,651千円千円
(25.2)(25.2)

地方交付税
1,907,651千円
(25.2)

依存財源依存財源
3,907,6563,907,656
千円千円(51.7)(51.7)

依存財源
3,907,656
千円(51.7)

町税町税
2,251,8472,251,847
千円千円
(29.8)(29.8)

町税
2,251,847
千円
(29.8)

繰越金繰越金
474,165474,165千円千円
(6.3)(6.3)

繰越金
474,165千円
(6.3)

自主財源自主財源
3,649,6623,649,662
千円千円(48.3)(48.3)

自主財源
3,649,662
千円(48.3)

町債町債
888,700888,700
千円千円(11.8)(11.8)

町債
888,700
千円(11.8)

国庫支出金国庫支出金
369,610369,610千円千円
(4.9)(4.9)

国庫支出金
369,610千円
(4.9)

歳    入
7,557,3187,557,318千円千円
(100)(100)

歳  入
7,557,318千円
(100)

県支出金県支出金
236,733236,733
千円千円 (3.1) (3.1)

県支出金
236,733
千円 (3.1)

地方消費税交付金地方消費税交付金
225,684225,684千円千円
(3.0)(3.0)

地方消費税交付金
225,684千円
(3.0) 地方譲与税地方譲与税

121,540121,540千円千円
(1.6)(1.6)

地方譲与税
121,540千円
(1.6)

その他その他
157,738157,738千円千円
 (2.1) (2.1)

その他
157,738千円
 (2.1)

その他その他
69,01469,014千円千円
(0.9)(0.9)

その他
69,014千円
(0.9)

諸収入諸収入
　　　　387,033387,033千円千円

(5.1)(5.1)

諸収入
　　387,033千円

(5.1)

繰入金繰入金
249,303249,303千円千円
(3.3)(3.3)

繰入金
249,303千円
(3.3)

分担金分担金､負担金負担金
115,176115,176千円千円 (1.5) (1.5)
分担金､負担金

115,176千円 (1.5)

使用料使用料､手数料手数料
103,124103,124千円千円
 (1.4) (1.4)

使用料､手数料
103,124千円
 (1.4)
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歳
出
総
額
は
、
72
億
７
８
５
６
万
８

０
０
０
円
で
、
町
債
の
借
り
換
え
を

行
な
っ
た
関
係
で
、
歳
出
も
15
年
度

に
比
べ
る
と
７
億
３
５
４
４
万
９
０
０

０
円
（
11
・
２
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

議
員
や
職
員
な
ど
の
人
件
費
、
借
入

金
の
返
済
に
あ
て
る
公
債
費
、
法
令

平
成
16
年
度
決
算 

一
般
会
計

平
成
16
年
度
決
算 

一
般
会
計

経
常
収
支
比
率
92
・
１
％
財
政
の
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
行

基
金
を
２
億
３
２
０
０
万
円
取
り
崩
し

経
常
収
支
比
率
92
・
１
％
財
政
の
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
行

基
金
を
２
億
３
２
０
０
万
円
取
り
崩
し

歳
　
入
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

歳
 
出
（
グ
ラ
フ
２
、
３
参
照
）

　
平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が

９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が
75
億
５
７
３
１
万
８
０

０
０
円
、
歳
出
が
72
億
７
８
５
６
万
８
０
０
０
円
で
、
差

引
き
実
質
収
支
は
２
億
７
８
７
５
万
円
で
こ
の
額
か
ら
15

年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
１

億
９
５
４
１
万
６
０
０
０
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ

に
黒
字
要
素
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
額
１
６
９

０
万
２
０
０
０
円
を
加
算
し
、
赤
字
要
素
の
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
額
２
億
３
２
０
０
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
４
億
１
０
５
１
万
４
０

０
０
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
歳
入
総
額
は
、

１
４
３
億
１
８
２
５
万
９
０
０
０
円
に
対
し
、
歳
出

総
額
が
１
４
１
億
３
０
１
５
万
３
０
０
０
円
で
し
た
。

（
表
１
参
照
）

※
実
質
収
支
・
・
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
額
（
17

　
年
度
へ
の
繰
越
額
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
も
控

　
除
す
る
）。

※
単
年
度
収
支
・
・
16
年
度
実
質
収
支
か
ら
15
年

　
度
実
質
収
支
を
引
い
た
額
（
実
質
収
支
か
ら
前
年

　
度
の
繰
越
金
を
差
引
い
て
16
年
度
の
み
の
収
支
を

　
示
す
）。

※
実
質
単
年
度
収
支
・
・
単
年
度
収
支
に
実
質
的
な

　
黒
字
要
素
（
基
金
積
立
額
、
地
方
債
繰
上
償
還
額
）

　
や
赤
字
要
素
（
基
金
取
崩
し
額
）
を
加
減
し
た
額
。

一般・特別会計決算内訳　＜表１＞　　　　 （単位:千円）

会計別

歳入歳出別

一   般   会   計

歳   入

国民健康保険

老 人 保 健

奨 学 資 金

公共下水道事業

農業集落排水事業

収  益  的

資  本  的

総　    　　額

7,557,318

2,217,382

2,200,106

3,221

1,149,725

88,726

458,552

643,229

14,318,259

7,278,568

2,210,698

2,198,217

56

1,145,197

84,307

443,741

769,369

14,130,153

278,750

6,684

1,889

3,165

4,528

4,419

14,811

126,140

188,106

歳   出 差 引 額

特 

別 

会 

計

水
道
事
業

一 

般 

会 

計 

決 

算

　
歳
入
総
額
は
、
75
億
５
７
３
１
万
８

０
０
０
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
５

億
４
０
０
３
万
３
０
０
０
円
（
７
・
７

％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
３
億
７
８
８
０
万
円
の
町
債
の
借
り

換
え
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
財

源
に
充
て
た
町
債
（
借
入
金
）
が
歳

入
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
16

年
度
は
そ
の
分
歳
入
額
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
歳
入
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
の
は
、
町
税
（
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ

税
な
ど
）
で
、
22
億
５
１
８
４
万
７
０

０
０
円
、
歳
入
全
体
の
29
・
８
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
３
３
２
１

万
６
０
０
０
円
、
0
・
9
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
次
に
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
の
が
、
地
方
交
付
税
（
地
方

公
共
団
体
が
ひ
と
し
く
行
政
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
定
の
基
準
に
よ

り
国
が
交
付
す
る
税
）
で
19
億
７
６

５
万
１
０
０
０
円
、
歳
入
の
25
・
２
％

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
、

９
２
８
１
万
７
０
０
０
円
、
４
・
６
％

と
４
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
国

が
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
進
め
て
お

り
ま
す
三
位
一
体
の
改
革
の
交
付
税
の

削
減
の
影
響
を
受
け
、
今
後
も
地
方

交
付
税
は
減
少
傾
向
を
た
ど
る
見
込

み
で
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
や
負

担
金
な
ど
町
独
自
で
確
保
す
る
自
主

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出

金
な
ど
、
国
、
県
か
ら
の
負
担
金
や

補
助
金
、
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
と

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
16
年
度
の
自
主
財

源
の
比
率
は
48
・
３
％
で
、
前
年
度

よ
り
割
合
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の

依
存
財
源
の
減
少
を
基
金
か
ら
の
繰

入
金
で
補
っ
た
結
果
で
す
。
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届け出順

１ 民　主　党 なら崎きん弥 ４，５５８

自由民主党 渡辺ともよし ７，８９９

日本共産党 新留きよたか ８１４

2

3

党　名 候補者名 得票数

須恵町の家計簿９
月
定
例
議
会
　
人
事

９
月
定
例
議
会
　
人
事

　
本
町
は
、
小
選
挙
区
が
福
岡
県
下

11
選
挙
区
の
第
４
選
挙
区
、
比
例
代

表
が
全
国
11
ブ
ロ
ッ
ク
の
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
で
す
。

　
当
日
の
有
権
者
数
は
、
２
万
５
３

２
人
、
投
票
率
は
66
・
47
％
で
し
た
。

投
・
開
票
結
果
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
（
候
補
者
氏
名
お
よ
び
党
派
名

は
届
出
順
で
す
）
。

　
な
お
、
こ
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
、
本
町
で

は
罷
免
を
可
と
す
る
裁
判
官
は
、
１

人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
９
月
定
例
議
会
が
、
９
月
　13
日

か
ら
　22
日
ま
で
行
わ
れ
、
監
査
委

員
の
選
任
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
（
再
任
）

　
本
園
　
建
雄
氏

（
新
原
区
・
 65
歳
）

　任
期
＝
４
年
間
（
平
成
　17
年
　12
月

 22
日
〜
平
成
 21
年
　12
月
 21
日
）

▼
人
権
擁
護
委
員(

再
任)

　
丸
山
　
信
幸
氏

（
山
の
神
区
・
　56
歳
）

　
任
期
＝
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

日
か
ら
３
年
間

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
９
月
11
日
（
日
）
、
投
票
が
町
内

４
か
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
開
票

が
午
後
８
時
45
分
か
ら
あ
お
ば
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●投票結果　・小選挙区（投票率６６．４７％） (単位：人・％)

(単位：票)(単位：票)●開票結果　・小選挙区 ・比例代表

・有効投票１３，２７１・無効投票３７７・その他０ ・有効投票１３，３４０・無効投票３０６・持ち帰り、不受理、その他２

区分 当日有権者数

男 女 計 男 女 計

投票者数
投票率

投票区

第1投票区 2,644 2,765 5,409 1,583 1,833 3,416 63.15

2,923 3,114 6,037 1,890 2,131 4,021 66.61

2,752 2,865 5,617 1,833 2,042 3,875 68.99

1,645 1,824 3,469 1,062 1,274 2,336 67.34

9,964 10,568 20,532 6,368 7,280 13,648 66.47

第2投票区

第3投票区

第4投票区

合　計

届け出順
1 国民新党 ４８１

３，９８１
４，１０１

７８９
８２３

３，１６５

社会民主党
日本共産党
公明党

民主党
自由民主党

2
3
4
5
6

党　名 得票数

第
4444
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
率

投
票
率
6666
・
4747
％

第
4444
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
率

投
票
率
6666
・
4747
％

第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
投
・
開
票
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
率
66
・
47
％

4

内
原
〜
大
谷
線
道
路
整
備
受
託
事
業
費

３
億
１
１
４
万
円

西
原
〜
酒
殿
線
道
路
改
良
事
業
費

８
５
３
５
万
円

旅
石
〜
乙
植
木
線
道
路
改
良
事
業
費

３
７
６
１
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
億
７
４
８
３
万
円

須
恵
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

事
業
費
　
　
　
　
　  

４
８
５
０
万
円

 

教
育
費

第
一
小
学
校
給
食
室
改
造
工
事

５
２
８
５
万
円

第
三
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

２
１
９
４
万
円

運
動
公
園
多
目
的
広
場
張
り
芝
工
事

１
８
７
４
万
円

 

そ
の
他

粕
屋
南
部
消
防
組
合
負
担
金

２
億
１
０
５
万
円

町
債
元
金
償
還
金

１１
億
２
３
９
３
万
円

町
債
利
子
償
還
金

２
億
１
２
２
１
万
円

 

民
生
費

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
９
４
４
８
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
９
２
１
０
万
円

介
護
保
険
広
域
連
合
負
担
金

１
億
８
３
５
１
万
円

障
害
者
福
祉
、
支
援
費

　
　
　
　
　
　
２
億
４
８
３
万
円

児
童
手
当
　
　
　
１
億
３
３
０
２
万
円

 

衛
生
費

須
恵
町
外
二
ケ
町
清
掃
施
設
組
合
負
担
金

３
億
２
４
３
３
万
円

塵
芥
処
理
費

１
億
７
７
７
３
万
円

住
民
健
康
対
策
費

７
７
６
３
万
円

 

農
林
水
産
業
費

農
道
、
水
路
、
た
め
池
補
修
整
備
費

１
４
９
８
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

７
５
１
０
万
円

 

土
木
費

道
路
新
設
改
良
費

１
億
１
７
５
７
万
円

歳　　　　　　入

歳　入　計 収　入　計

平成16年度一般会計決算額（年間）

町税などの
自主財源

地方交付税

国県支出金など

繰入金

町債
ローンなどの
借入金

基金繰入

特別会計

1,908百万円

1,111百万円

232百万円
定期預金の
一部解約

生計を別にしている
子どもからの仕送り

17百万円

889百万円

7,557百万円

親など
からの
支援

3,400百万円 月収（給料など）416,700円

370,000円

28,400円

2,100円

109,000円

926,200円

（収　　　　　入） 歳　　　　　　出 （支　　　　　出）

１か月の家計にたとえると 平成16年度一般会計決算額（年間）

人件費 食費1,357百万円 166,300円

公債費 ローンの返済1,336百万円 163,700円

扶助費 家族の医療費など648百万円 79,400円

物件費 光熱費など1,081百万円 132,500円

補助費
投資、出資金

投資的経費
維持補修費

冠婚葬祭費
友人への援助金など957百万円

繰出金 901百万円

117,300円

１か月の家計にたとえると

◎町の財政状況をわかりやすくするために、１６年度の決算を家計にたとえてみました。
　町税などの自主財源を年収５００万円（月収４１万６，７００円）とします。

◎町債と基金の状況を年収５００万円の家庭に換算した場合の残高

☆１か月の支出８９万２,１００円を賄うのに、月収に親などからの支援を加えてもなお不足する額を
　毎月、ローンなどの借入１０万９,０００円に加えて、定期預金を２万８,４００円取り崩している状況です。

☆現在５００万円の年収と３６８万円の貯蓄に対し、借金が１,１８２万円あることになります。

生計を別にしている
子どもへの仕送り

110,400円

964百万円
自宅の増改築
修繕費

118,200円

積立金 35百万円

歳　出　計 支　出　計7,279百万円

定期預金積立て 4,300円

892,100円

町　　　　　債

１５年度末残高 8,275百万円 1,217万円

△1,124百万円 △165万円

130万円889百万円

8,040百万円 1,182万円

１６年度の返済額

１６年度の借入額

１６年度末残高

（借　入　金）
年収５００万円の家庭に
当てはめると

基　　　　　金

１５年度末残高 2,697百万円 397万円

35百万円 5万円

△34万円△232百万円

2,500百万円 368万円

１６年度の積立額

１６年度の取崩額

１６年度末残高

（定 期 預 金）
年収５００万円の家庭に
当てはめると
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【
九
月
】

火
の
用
心

　
日
頃
か
ら
火
の
用
心
に
気
を
つ
け
る

の
は
当
然
の
話
で
す
が
、
年
貢
納
入
中

は
殊
に
厳
し
く
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
月
初
め
、
庄
屋
は
村
中
全

員
に
、
そ
の
旨
、
通
達
し
念
を
押
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
年
貢
蔵
に
運
び
込
む

前
に
、
ま
た
は
年
貢
蔵
に
運
び
込
ん
で

か
ら
で
も
、
年
貢
米
が
火
災
で
焼
失
す

る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
す
。
年
貢
蔵
に

運
び
込
む
前
に
焼
失
す
る
と
、
農
民
は

莫
大
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

納
め
米
通
い
帳

　
永
倉
納
米
通
帳
は
初
旬
に
大
庄
屋
へ

差
し
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
永

蔵
は
福
岡
簀
子
町
の
海
岸
に
置
か
れ
て

い
た
、
藩
の
年
貢
蔵
で
、
各
村
の
年
貢

蔵
の
年
貢
米
は
永
蔵
へ
と
集
め
ら
れ
ま

す
。
同
様
の
集
荷
場
は
藩
内
に
他
に
三

か
所
あ
り
ま
し
た
。

　
納
め
米
通
い
帳
は
、
村
全
体
で
負
担

す
べ
き
年
貢
の
内
、
ど
れ
だ
け
が
納
入

済
み
か
が
記
録
さ
れ
る
帳
簿
で
す
。

永
蔵
初
津
出
し

  

津
出
し
は
年
貢
米
を
村
か
ら
運
び
出

す
こ
と
を
言
い
ま
す
。
糟
屋
郡
の
場
合

は
永
蔵
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
初
津
出
し
、
つ
ま
り
そ
の
年
の
第
一

回
目
の
津
出
し
は
、
早
米
が
で
き
た
ら

す
ぐ
に
手
配
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

寒
冷
で
実
り
が
悪
い
と
い
う
よ
う
な
、

時
節
遅
れ
の
年
で
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か

の
俵
数
で
も
、
と
に
か
く
九
月
中
に
は

永
蔵
へ
提
出
す
る
と
い
う
心
構
え
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

春
免

　
免
は
年
貢
、
あ
る
い
は
年
貢
率
の
意

味
で
す
。
殿
様
と
関
係
が
あ
る
の
で
史

料
上
は
「
御
免
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

　
中
世
に
は
免
は
収
穫
物
か
ら
年
貢
を

除
い
た
、
農
民
の
取
り
分
を
さ
し
て
い

ま
し
た
が
（
そ
の
方
が
年
貢
を
免
じ
る

と
い
う
、
免
の
本
来
の
意
味
に
か
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
）、
近
世

に
は
意
味
が
逆
転
し
て
、
農
民
の
取
り

分
で
は
な
く
、
年
貢
の
方
を
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
免
に
は
春
免
・
秋
免
・
定
免
な
ど
の

種
類
が
あ
り
、
年
貢
率
を
指
す
場
合
は

免
四
ツ
（
年
貢
率
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
四
公
六
民
）
の
よ
う
に
言
い
ま

す
。

　
春
免
は
秋
の
収
穫
高
を
予
想
し
て
、

春
の
内
に
年
貢
高
を
決
め
て
お
く
こ
と

で
、
秋
免
は
実
際
の
実
り
具
合
を
見
て

年
貢
高
を
決
め
る
方
法
、
定
免
は
過
去

の
一
定
期
間
の
実
績
か
ら
年
貢
高
を
固

定
し
て
お
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

  

田
方
春
御
免
請
け
留
め
書
き
物
は
月

初
め
に
差
し
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
う
、
来
年
の
年
貢
の
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

筧　
筧
は
懸
け
樋
、
つ
ま
り
、
庭
な
ど
に

水
を
ひ
く
た
め
に
、
地
上
に
か
け
わ
た

し
た
竹
や
木
の
と
い
の
こ
と
。
よ
く
、

竹
を
半
分
に
割
っ
て
、
水
を
引
い
て
い

く
も
の
を
見
か
け
ま
す
ね
。
そ
う
め
ん

流
し
を
す
る
時
の
こ
と
を
想
像
す
る
と

い
い
で
す
ね
。

　
御
免
用
筧
類
、
そ
の
他
に
つ
い
て
、

田
方
用
水
以
外
に
用
い
な
い
分
は
、
次

の
水
取
り
ま
で
入
念
に
準
備
し
て
お
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
田
植
え
の
時
期
に

用
い
た
も
の
は
、
農
閑
期
に
は
不
要
で

す
か
ら
、
回
収
し
、
補
修
し
て
、
来
年

の
田
植
え
に
す
ぐ
に
間
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

実
を
ち
ぎ
る

　
こ
の
場
合
の
実
は
櫨
の
実
で
す
。
飢

饉
時
の
換
金
作
物
と
し
て
、
農
村
に
櫨

を
植
え
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
須
恵
町
で
も
、
戦
前
は
須
恵
川
の

土
手
な
ど
に
ハ
ゼ
の
並
木
が
ふ
つ
う
に

見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
段
々
畑
の
わ
ず

か
な
空
き
地
な
ど
を
選
ん
で
ハ
ゼ
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
筑
後
地
方
の
ハ

ゼ
並
木
の
紅
葉
は
今
で
も
有
名
で
す
が
、

筑
前
で
も
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
た
の
で
す
。

　
戦
後
に
は
姿
を
消
し
た
の
で
す
が
、

須
恵
町
で
は
戦
時
中
に
駐
屯
し
て
い
た

兵
隊
達
が
薪
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

伐
採
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
他
に
は
、

ハ
ゼ
は
地
主
の
作
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、

戦
後
の
農
地
解
放
で
「
地
主
と
と
も
に

消
滅
し
た
」
と
も
言
い
ま
す
。

　
ハ
ゼ
の
実
を
収
穫
す
る
と
、
器
具
で

押
さ
え
つ
け
て
搾
り
ま
す
。
そ
れ
が
和

ロ
ウ
ソ
ク
の
原
料
（
木
蝋
）
に
な
り
ま

し
た
。
ハ
ゼ
の
実
を
し
ぼ
る
業
者
を
須

恵
町
で
は
「
板
場
」
と
呼
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
蝋
〆
板
場
の
略
で
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
ハ
ゼ
の
実
を
博
多
か
ら
買

い
付
け
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

御
実
植
え
所
御
用
の
ハ
ゼ
の
実
は
、
大

庄
屋
か
ら
触
れ
が
出
て
か
ら
実
を
ち
ぎ

る
こ
と
。

　
藩
に
ハ
ゼ
の
実
の
栽
培
・
集
荷
・
販

売
を
行
う
「
御
実
植
所
」
と
い
う
役
所

が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
ハ
ゼ
の
実
に

限
り
、
役
所
か
ら
大
庄
屋
、
大
庄
屋
か

ら
庄
屋
へ
と
指
示
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

実
を
ち
ぎ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う

こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
福
岡
藩
で
ハ
ゼ
栽
培
の
技
術

を
磨
き
、
そ
の
普
及
に
貢
献
し
た
人
と

し
て
、
那
珂
郡
山
田
村
（
現
・
大
野
城

市
）
の
庄
屋
高
橋
善
蔵
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
人
は
『
窮
民
夜
光
の
珠
』

と
い
う
本
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。「
夜

光
の
珠
」
と
は
、
目
の
前
に
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
価
値
に
気
づ
か
な
か
っ
た
も

の
と
い
う
た
と
え
で
す
。

　
善
蔵
が
三
十
九
歳
の
時
に
書
か
れ
、

藩
は
大
庄
屋
た
ち
に
書
き
写
し
て
活
用

す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
善
蔵

は
五
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
子

孫
に
対
し
、
墓
石
を
建
て
な
く
て
よ
い
、

と
言
い
残
し
ま
す
。
そ
ん
な
も
の
は
生

活
の
役
に
立
た
な
い
と
言
い
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
代
わ
り
ハ
ゼ
の
樹
を
植
え
よ
、

と
言
い
ま
し
た
。
善
蔵
が
生
涯
を
か
け

て
追
究
し
た
ハ
ゼ
。
飢
饉
の
影
響
を
受

け
ず
、
農
民
に
安
定
し
た
現
金
収
入
の

道
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
い
か
よ

な
が
く
ら

す
の  

こ   

ま
ち

は
や
ま
い

め
ん

じ
ょ
う
め
ん

か
け
い

か

け

ひ

ハ
ゼ

も
く
ろ
う

ろ
う
じ
め
い
た
ば

い  

た  

ば

き
ゅ
う
み
ん
や
こ
う

た
ま

ガラスと布のハーモニー

第１１回須恵美術クラブ展
１０月４日（火）～３０日（日）

（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・３０日は午前中まで・入場無料）

１ ０ 月 の 企 画 展

１１月の久我記念美術館は、８日から２７
日まで、塚原 瑜伽嗣さんと大石由美子さん
の２人展を開きます。

　お二人とも、須恵美術クラブの工芸作家。

　塚原さんは１９３７年生まれ。つい最近

まで、藤浦区にお住まいでした。現在は、

前原市に居住。色鮮やかな、ステンドグラ

スの制作に取り組まれています。展示作品

は衝立やパネル、ランプなど約１０点。

　大石さんは旅石区にお住まいで、パッチ

ワーク・キルト制作に取り組まれています。

須恵町を中心にした、キルト愛好家グルー

プ「ゆみ´S（３４人）」の主宰者として

も活躍されています。展示作品はタぺスト

リーや衝立など含めた約１０点。

　ガラスと布のハーモ二ー、どんな音色が

響くのか楽しみです。

　お二人からメッセージが寄せられました

ので紹介します。

塚原さんのメッセージ―――

　ガラスそのものの質、透明な輝きと色彩を配慮して、

組み合わせて制作するステンドグラス。手作りの味

わいと暖かさを感じていただければ幸いです。

大石さんのメッセージ―――

　麻・木綿・絹・オーガンジーなどの布で、味わい

のある色調を生かし制作するパッチワーク・キルト。

今回は「ガラスと布」、この異質のものから生み出

される共通の感動を表現したいと思いました。何か

を感じていただければ幸いです。

日時　１０月２２日（土）１８：３０開演

場所　久我記念美術館

曲目　ミシェル・ルグラン(メドレー)他

大好評につき大好評につき大好評につき大好評につき大好評につき
アンコールにおこたえして、エアジンのジャズコンサートも昨年に引き続き開催！

( )
11月企画展 8日(火)～27日(日)
月 曜 休 館 ・ 入 館 無 料
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江戸時代へようこそ（14）
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須
恵
村
図
書
館

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

　
町
立
図
書
館
は
、今
年
、開
館
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、今
か
ら
約

80
年
前
の
須
恵
村
図
書
館
の
資
料

が
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。

　
写
真
の
資
料
は
、巡
回
図
書
用
の

木
箱
で
す
。写
真
左
の
も
の
は
、正

面
と
側
面
に「
須
恵
村
図
書
館
巡
回

文
庫
第
五
号
」「
昭
和
二
年
七
月
求

之
」、写
真
右
の
も
の
は
、正
面
に「
須

恵
村
立
図
書
館
巡
回
文
庫
第
十
二

号
」と
書
い
て
い
ま
す
。

　
後
者
の
扉
の
内
面
に
、本
の
リ
ス

ト
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。『
防
空
読
本
』

『
学
べ
ド
イ
ツ
国
民
生
活
』な
ど
が

あ
る
こ
と
か
ら
、戦
時
中
に
も
巡
回

文
庫
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
10
年
に
刊
行
さ
れ
た『
須
恵

村
勢
要
覧
』に
よ
る
と
、図
書
館
主

催
で
12
月
に
は
読
書
週
間
を
、２
月

に
は
読
書
デ
ー
を
各
公
会
堂
で
行
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
巡
回
箱
の
使
用
方
法
で
す
が
、木

箱
の
中
に
本
を
詰
め
る
と
大
変
重

た
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。箱
の
両

側
に
付
い
て
い
る
取
手
に
天
秤
棒
を

通
し
て
村
内
各
地
の
公
会
堂
に
運

ば
れ
た
光
景
が
浮
か
び
ま
す
。

※
使
用
法
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で

筆
者
の
推
測
で
す
。須
恵
村
図
書
館

お
よ
び
巡
回
文
庫
に
つ
い
て
、ご
存

知
の
方
は
教
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

９
３
２
・
６
３
１
２（
山
下
ま
で
） 番外編

図書巡回箱

第
４
回 

�
ゴ
ミ
不
法
投
棄
・

　
　
　
　
　

放
置
車
両
の
現
状
�

　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
。
キ
ン
モ
ク
セ
イ

の
花
は
、
現
在
町
の
指
定
木
に
さ
れ

て
い
る
、
佐
谷
十
一
面
観
音
堂
の
も

の
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

筆
者
の
家
の
前
に

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の

木
が
あ
り
、
十
月

の
初
旬
に
花
を
付

け
ま
す
。
も
く
せ

い
科
の
木
で
原
産

地
は
中
国
で
す
。

　
キ
ン
モ
ク
セ
イ

は
花
は
さ
て
お
き
、

そ
の
芳
香
に
特
色

が
あ
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
目
の
不
自

由
な
方
に
と
っ
て
は
、

ひ
と
き
わ
鮮
や
か

な
花
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

大
き
な
季
節
の
指
標
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
花
の
香
り
と
し
て
漂
っ

て
く
る
香
り
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
花
の
紹
介
と
し

て
、
主
に
視
覚
的
な
感
覚
で
と
ら
え

て
紹
介
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
嗅

覚
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
木
の
一
つ

で
す
。
花
の
色
に
つ
い
て
は
、
私
は

ヤ
マ
ブ
キ
よ
り
、
む
し
ろ
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
花
の
色
の
ほ
う
が
金
色
的
感

じ
が
し
ま
す
。
実
際
の
金
色
よ
り
、

や
や
赤
み
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
何
か
金
色
と
し
て
リ
ア

ル
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
が
終
わ
り
、
秋
の
気
配

が
強
く
な
る
十
月
に
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
自
然

に
こ
の
季
節
が
来
た
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

（
　
）

◇
　
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思

議
な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど

木
に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

９
３
２
・
６
３
１
２

　
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
も

の
が
、
自
動
車
（
放
置
車
両
）
で
す
。
不
用
意
に
乗
り

捨
て
ら
れ
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
も
の
は
、
別
表
②
の

よ
う
に
、
町
が
処
理
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
も
の
で
も
、
放
置
車

両
は
簡
単
に
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
廃
棄
す
る
た
め
に
は
、

一
定
の
告
示
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
早
急
に
処
理
で

き
ず
、
そ
の
期
間
に
他
の
ゴ
ミ
ま
で
が
、
大
量
に
集
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
余
計
に
処
理
費
や
処

理
労
力
が
か
さ
ん
で
い
る
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
放

置
車
両
に
つ
い
て
、
本
町
で
の
現
状

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
町
（
保
健
環
境
課
）
と
し
て

は
、
頭
を
抱
え
る
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
回
数
、
量

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
原
因

と
し
て
、『
ゴ
ミ
の
処
理
費
の
負
担

が
大
き
い
』・『
ゴ
ミ
処
理
の
手
間
が

か
か
る
』
な
ど
が
、
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
適
正
な
ゴ
ミ
処
理
を
行
い
、
町
の

処
理
費
用
を
増
加
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、「
自
分
た
ち
の
生
活
か
ら
で
る

ゴ
ミ
は
責
任
を
も
っ
て
、
廃
棄
す
る
」

こ
と
が
、
必
要
か
つ
最
低
の
ル
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
が
、
ほ

ん
の
一
部
の
人
に
よ
り
、
そ
の
ル
ー

ル
は
や
ぶ
ら
れ
、
写
真
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
不
法
投
棄

箇
所
は
、
車
な
ど
が
あ
ま
り
通
ら
な

い
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
や
工
業

団
地
な
ど
に
限
ら
れ
、
時
間
帯
も
深

夜
・
早
朝
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
の
種
類
は
、
別

表
①
の
よ
う
に
様
々
で
す
が
、
大
き

な
も
の
は
、
町
外
か
ら
、
業
者
の
手

に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
も
あ
り
、

引
越
の
際
に
、
家
具
か
ら
家
電
品
ま

で
、
一
式
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
だ

け
で
は
な
く
、
家
庭
ゴ
ミ
【
可
燃
ゴ

ミ
・
残
飯
・
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
】
が
、
道
路
や
水
路
、
公
共

施
設
な
ど
に
捨
て
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
『
ポ
イ
捨
て
！
』
も
、
不
法
投
棄

量
に
占
め
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、
各
区
の
美
化
作
業
に
よ
り
、

町
民
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
県
・
町
で
も
、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
止
啓
発
、
不
法
投
棄
ゴ

ミ
の
収
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

量
が
な
か
な
か
減
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。
今
後
も
、
不
法
投
棄
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
住
民
み

な
さ
ま
の
通
報
・
連
絡
な
ど
の
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『不法投棄の現場を見た！』
『投棄ゴミを見つけた！
そんなときは、役場保健環境課へ！

『車両の放置現場を見た！』
『放置車両を見つけた！』
そんなときは、役場総務課へ！

ご連絡お願いいたします。

932-1151

�
放
置
車
両
�

�
放
置
車
両
�

不法投棄ゴミの中で多いもの
別表①

別表②

自転車 洗濯機
瓦・ブロック等

テレビ
冷蔵庫
エアコン

家具
家庭ゴミ

パソコン
タイヤ

　　

須恵町における年間不法投棄ゴミ量
(町が処理を行ったゴミ)

平成15年度

平成15年度：約148倍 平成16年度：約172倍

39,210kg

平成16年度 45,530kg
※町民1人当たりの年間ゴミ排出量
　(平成16年度)…………………約265kg

放置車両撤去台数
平成15年度 5台

6台
3台

平成16年度
平成17年度(8月31日現在)

十

月

の

木

の

花

十

月

の

木

の

花

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

94

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

94

森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し
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A B C

上下水道使用水量のお知らせ
（検針通知書）の見方のご案内

校区コミュニティ祭りのご案内校区コミュニティ祭りのご案内校区コミュニティ祭りのご案内校区コミュニティ祭りのご案内校区コミュニティ祭りのご案内校区コミュニティ祭りのご案内都市計画案の縦覧について（お知らせ）都市計画案の縦覧について（お知らせ）都市計画案の縦覧について（お知らせ）都市計画案の縦覧について（お知らせ）都市計画案の縦覧について（お知らせ）都市計画案の縦覧について（お知らせ）

※この使用水量は、メーター検針の際にお知

らせしております。毎月20日頃に検針して、

翌月に料金を請求させていただいております。

※便利な口座振替をご利用ください。 ●問合せ先　役場管理課　 932-1151

●お客様が使用されているメー
ターの番号および大きさを表
示しています。（約7年で交
換します。）

●メーターを交換した時に、
旧メーターの使用水量が記入
されます。

●前月の使用水量（参考）

●昨年の同じ月の使用水量（参
考）

●今回の検針した日付が記載
されます。

●口座振替を利用されてある
方の振替予定日です。

●次回の請求予定金額です。

●料金などのお問い合わせの
時は、「水栓番号」をご連絡
ください。

●　今回指数は、今月のメーター
の確認した数字です。
　　前回指数は、前月に検針
で確認した数字です。

　　は今月使用した水量です。
この水量に基づいて、上下水
道料金が計算されます。

●漏水などの連絡がある場合
に記入いたします。
　（例）
・メーター確認（確認したけどメー
ターは回ってない時）

・漏水赤紙（漏水してて、不在の
場合、別に通知した場合）

A

B

C

A B C－ ＝

●前回の口座振替の領収書です。
未利用および振替が出来なかっ
た場合は表示されません。

17

17

17
　
須
恵
町
教
育
委
員
会
は
、町
指

定
文
化
財
と
し
て
須
恵
焼
2
点
を

指
定
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
須
恵
焼
は「
金

錆
染
付
山
水
文
花
生
」と「
金
錆
染

付
酒
注
」で
す
。書
か
れ
て
い
る
銘

文
か
ら
、と
も
に
明
治
22
年
の
作

と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
年
は
、須

恵
町
の
前
身
の
須
恵
村
が
誕
生
し

た
年
に
あ
た
り
ま
す
。福
岡
を
代

表
す
る
書
家
の
吉
嗣
拝
山
と
画
家

の
村
田
秋
江
に
よ
る
書
と
絵
付
け

は
、
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。

　
染
付
と
は
、呉
須
で
絵
付

け
を
し
た
あ
と
、透
明
釉
を

掛
け
て
焼
き
上
げ
て
青
く
発

色
さ
せ
る
焼
き
物
を
い
い
ま
す
。

金
錆
染
付
は
、釉
薬
の
中
に

鉄
分
を
含
む
た
め
、地
の
部

分
が
黄
褐
色
に
、
絵
付
け
の

部
分
が
緑
色
に
発
色
し
ま
す
。

２
４
０
年
に
お
よ
ぶ
須
恵
焼

の
歴
史
の
中
で
、こ
の
技
法
は

明
治
20
年
前
後
に
の
み
み
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
個
人
蔵
の
資
料

で
す
が
、ご
好
意
に
よ
り
、久

我
記
念
美
術
館
２
階
の
常
設

展
示
室
で
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

 2121
・
 2222
番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

 2121
・
 2222
番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

 2121
・
 2222
番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

 21
・
 22
番
目
の
町
指
定
文
化
財
誕
生

須
恵
焼
２
点
が
町
指
定
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た

　福岡県が定める都市計画の案について、次

のとおり縦覧しますので、お知らせします。

●対象　須恵都市計画道路の変更（福岡県決定）
　３・３・１号粕屋宇美線および３・４・４号志免

　植木線

●縦覧期間　　平成１７年１０月７日（金）から
　同月２１日（金）（期間中の土・日曜日、祝日を

　除く、８：３０～１７：００）

●縦覧場所
　・福岡県建築都市部都市計画課　

　・須恵町役場企画課

●意見書の提出　本案について意見のある人は、
　縦覧期間満了日の１０月２１日（金）までに、

　意見書を福岡県都市計画課（役場経由可）に

　提出することができます。

●問合せ先　
　・福岡県建築都市部都市計画課　

　 ６５１－１１１１（内線４６４４）

　・須恵町役場企画課

　 ９３２－１１５１

　各小学校を会場に、ステージ発表やバザー

などが盛りだくさん。

　ご家族みなさんで楽しめます。たくさんのご来

場をお待ちしております（各会場とも駐車場はあ

りませんので、車でのご来場はご遠慮ください）。

●すこやかコミュニティ（第一小学校校区）

　すこやか秋祭り
　１１月１３日（日）開催

●いきいきコミュニティ（第二小学校校区）

　ぺったんフェア
　１１月１３日（日）開催

●ふれあいレインボー（第三小学校校区）

　ふれあい祭り
　１０月２３日（日）開催

須恵パーキングエリア　スマートインターチェンジ　社会実験

延長決定

平成
18年 3/26 迄日

　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
平
成
18
年
３

月
26
日
（
日
）
ま
で
社
会
実
験
の
延

長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
12
月
18
日
（
土
）
か
ら
始

ま
っ
た
社
会
実
験
は
、
開
始
当
初
の

12
月
の
１
日
当
た
り
の
平
均
利
用
交

通
量
は
、
２
９
９
台
で
し
た
が
、
３
月

平
均
６
２
８
台
、
８
月
平
均
１
０
３
６

台
、
と
日
を
追
う
ご
と
に
順
調
な
伸

び
を
示
し
ま
し
た
。

　
９
月
22
日
に
は
、
最
大
１
４
０
５
台

の
利
用
が
あ
り
、
社
会
実
験
を
実
施

し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て

は
、
全
国
で
も
上
位
の
利
用
台
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
社
会
実
験
の
効
果
と
し
て
、

須
恵
町
役
場
か
ら
太
宰
府
Ｉ
Ｃ
が
、

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
り
、
従
来

の
約
40
分
か
ら
約
10
分
に
短
縮
な
ど

所
要
時
間
が
最
大
30
分
短
縮
、
ま
た

救
急
医
療
活
動
お
よ
び
血
液
運
搬
が

16
件
と
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
本
格
導
入
に

向
け
、
な
お
い
っ
そ
う
の
利
用
促
進
策

や
管
理
運
営
費
用
の
縮
減
策
を
検
討

す
る
た
め
、
引
き
続
き
平
成
18
年
３

月
26
日
（
日
）
ま
で
実
験
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日々通勤で利用されている須恵スマートIC

き
ん

さ
び
そ
め
つ
け
さ
ん
す
い
も
ん
は
な
い
け
　
　
　
き
ん
さ
び
そ
め

つ
け
さ
け
つ
ぎ
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用　  途

●相談時間　・福岡県および粕屋保健福祉環境事務所　8：30～17：15

　　　　　　・(財)福岡県建築住宅センター　　　　  10：00～17：00

　　　　　　　(いづれも土・日曜日、祝日は除く。)

アスベストに関する相談窓口

庁 舎 棟 の 施 設 概 要 占 有 部 分 状 況

構造 建築面積( ) 延べ面積( ) 階 数
着 工

工　　期

工　　期

竣 工

RC 1,713

48

78

71

60

4,562 4階

1階 H.16.7.15 H.17.6.30

H.17.9.30

～

H.16.7.15

H.16.7.15

H.17.9.30H.17.7.1

H.18.3.15～

7階

2階

3階

48

476

329 1階部分

3階部分253

158

182

RC

RC

RC

庁 舎 棟

そ の 他

訓練主塔

訓練副塔

訓練補助塔

防災センター

地震体験、水害体験、

風体験、初期消火体験

煙体験、通報体験など

指令センター、災害対策

室、指令課、通信機械室
指令センター

耐震構造概要 一般庁舎を１とした場合、消防庁舎は1.5倍の震度7強に対応できる耐震構造で設計。

消防庁舎の概要

●問合せ先　粕屋南部消防本部総務課　 ９３５－５１１１

　『地域のみなさんに開かれた消防庁舎』

をモットーに、平成１６年７月から２か年

度計画で現在地訓練場側に着工、このたび

庁舎棟と訓練施設の一部が完成し、１０月

１日から運用を開始しました。　

　新庁舎は震度７強に対応できる耐震構造

で設計し、１階の防災センターは「５つの

トライ」「７つのスタディ」をキーワードに、

防災を体験して学習できる施設です。

　また、指令センターは、１１９番受信か

ら緊急車出場までの時間短縮と、災害現場

位置の即時表示装置や統制システムの充実

を図りました。

　近隣町内で、一部の心ない排水管の点検・

清掃業者が一般家庭を訪問して、次のような

手口で悪質な営業活動を行なっていますので、

ご注意ください。

・役場から依頼されたような言い方をする。

・大声を出したり、脅すような威圧的な態度

　をとる。

・「このままでは排水管がつまって大変なこ

　とになる」などと言って不安をあおる。

このように言って契約をさせ、高額な代金を

請求される被害が発生しています。

　

最近では、

・宅地内の桝にコンクリートを流し込み、詰

　まらせておいて修繕を勧める。

という、より悪質な手口も発生しています。

　

  排水設備を、定期的に清掃などの管理を行う

ことは好ましいことですが、汚れているから

といって早急に清掃などを行う必要はありま

せん。

　排水設備の清掃などを行う際には、訪問し

てきた業者だけではなく他の宅内排水設備工

事業者と、金額などを比較して決めることを

お勧めします。

●問合せ先　役場水道課 ９３２－１１５１

新消防庁舎完成 10月1日運用開始
粕屋南部消防本部・南部消防署

新消防庁舎完成 10月1日運用開始
粕屋南部消防本部・南部消防署ス

ベ
ス
ト
に
関
す
る
各
種
相
談
に
つ
い
て

アア　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
福
岡
県
で

は
次
の
と
お
り
健
康
被
害
お
よ
び
労
働
問
題
な
ど
の
、
各
種
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・福岡県保健福祉部健康対策課

・粕屋保健福祉環境事務所総務企画課企画指導係

・福岡県生活労働部労働政策課

・福岡県労働福祉事務所情報相談課

・福岡県建築都市部建築指導課

・福岡県福岡土木事務所建築指導課

・（財）福岡県建築住宅センター

・福岡県建築都市部建築指導課

・福岡県環境部環境保全課

・粕屋保健福祉環境事務所総務企画課企画指導係

・福岡県福岡土木事務所建築指導課

・福岡県環境部監視指導係

・粕屋保健福祉環境事務所総務企画課企画指導係

・福岡県保健福祉部企画課

種　　別 相談窓口 電話番号

健康問題に

関すること

労働問題に

関すること

建築物に

関すること

建築物

解体作業に

関すること

アスベスト

建材などの

処理に関すること

６４３－３２６７

９３９－１５２９

６４３－３５８７

７３５－６１４９

６４３－３７２０

６４１－０１６９

７８１－５１６９

６４３－３３９５

９３９－１５２９

６４３－３２４４

６４３－３７２０

６４３－３３６０

９３９－１５２９

６４１－０１６９

宅地内の排水設備は、
私的所有物です。
町が、点検や清掃を
依頼することはありません。
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夏
休
み
の
思
い
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
の
思
い
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

夏
休
み
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

夏
休
み
の
思
い
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
の
思
い
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

夏
休
み
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

夏
休
み
の
思
い
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会

須
恵
町
企
業
ク
ラ
ブ
を
ご
存
知
で
す
か
？

須
恵
町
企
業
ク
ラ
ブ
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
須
恵
町
企
業
ク
ラ
ブ
と
は
、
須
恵

町
内
で
事
業
を
営
な
ん
で
い
る
企
業

の
人
た
ち
が
、
須
恵
町
の
す
こ
や
か

な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
企
業
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
相
互
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
須
恵
町
に
根
付
い
た
企

業
の
発
展
を
図
り
、
各
種
団
体
活
動

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
会
長
と
な
ら
れ
た
、

ナ
サ
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
　

長
澤
儀
久
さ
ん
に
、
同
ク
ラ
ブ
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
須
恵
町
企
業
ク
ラ
ブ
は
１
９
７
１

年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
35
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
企
業
ク
ラ
ブ
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
会
員
会
社
68
社
は

①
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
と

　
共
に
相
互
の
事
業
発
展
を
期
す
。

②
事
業
発
展
に
寄
与
す
る
共
通
の
問 

　
題
に
関
し
て
は
、
協
議
研
究
す
る
。

③
須
恵
町
内
に
お
け
る
寄
付
行
為
、　

　
そ
の
他
の
同
一
歩
調
を
要
す
る
も

　
の
は
会
議
の
う
え
是
を
決
定
す
る
。

を
基
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
会
員
会
社
は
、
一
丸
と
な
っ

て
地
域
発
展
と
、
住
み
よ
い
須
恵
町

作
り
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
須
恵
町
企
業
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　  

会
長
　
長
澤
　
儀
久

福祉工房すえのパン福祉工房すえのパン
就労者（知的障害者）募集就労者（知的障害者）募集
福祉工房すえのパン福祉工房すえのパン
就労者（知的障害者）募集就労者（知的障害者）募集
福祉工房すえのパン福祉工房すえのパン
就労者（知的障害者）募集就労者（知的障害者）募集
福祉工房すえのパン
就労者（知的障害者）募集
●事業目的　須恵町に住んでいる知的障害者、
　の社会的自立を促進する。
●対象者　須恵町に居宅する１８歳以上の療育
　手帳を有する、判定が中度・軽度の人で就業
　生活ができる人。
●雇用人数　若干名
●雇用条件　勤務日　週４日程度
　勤務時間　１日６時間以内（シフト制）
●応募方法　申込書類は、１０月１７日（月）
　から須恵町社会福祉協議会に用意しています
　ので、必要事項を記入のうえ同協議会に提出
　してください（後日、面接日時を連絡します）。
●受付期間　１０月１７日（月）～１１月１５
　日（火）（土・日曜日・祝日を除く）
　８：３０～１７：１５
定休日を設定しました
　11月から毎週日曜日をお休みいたします。
　(ただし、イベント関係は行います。)
●開店時間　月～土曜日　９：００～１８：００
　　　　　　祝日　　　　９：００～１7：００
●問合せ先　
・須恵町社会福祉協議会（担当・石井）
　☎９３３－２１６０

　福祉センターを中心に、町内を走って
いる福祉バスのバス停が増えました。
　新たに設置されたバス停は、須恵・井
尻線の須恵町役場前です。このバス停の
時刻表は、次のとおりです。

●問合せ先　役場福祉課　
　☎９３２－１１５１

福祉バスのバス停が
増えました増えました!!!!増えました!!

□９：２０　　　□１０：２５　　□１１：３０　　□１３：２５
□１４：３０　　□１５：３５　　□１６：４０

　
子
ど
も
た
ち
が
、
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
を
描
い
た
、
夏
休
み

子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
（
子
ど
も

会
育
成
会
連
絡
協
議
会
・
須
恵
町

美
術
セ
ン
タ
ー
久
我
記
念
美
術
館

主
催
）の
表
彰
式
が
、９
月
18
日（
日
）

に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
３
５
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
作
品
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休

み
に
行
っ
た
花
火
大
会
や
海
水
浴
、

夏
祭
り
な
ど
の
思
い
出
が
、
画
用

紙
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
銀
賞
（
敬
称
略
）

・
１
年
生
　
▽
野
村
直
希（
上
須
恵
）

　
▽
世
利
優
衣
（
新
原
）

・
２
年
生
　
▽
吉
住
明
日
菜（
新
原
）

　
▽
堤
浩
史
朗
（
長
礼
）

・
３
年
生
　
▽
案
浦
春
奈
（
新
原
）

　
▽
石
橋
一
輝
（
大
島
原
）

・
４
年
生
　
▽
前
崎
真
奈
美（
恵
西
）

　
▽
西
山
美
穂
（
須
恵
）

・
５
年
生
　
▽
鶴
恵
輔
（
上
須
恵
）

　
▽
高
祖
翼
（
旅
石
）

・
６
年
生
　
▽
大
見
佳
子
（
須
恵
）

　
▽
川
口
祐
樹
（
新
原
）

▼
銅
賞
（
敬
称
略
）

・
１
年
生
　
▽
百
田
武
史
（
佐
谷
）

　
▽
岡
崎
秀
馬
（
南
米
里
）
▽
津

　
村
晃
希（
一
番
田
）▽
野
田
葵（
城

　
山
）
▽
田
中
弘
貴
（
大
島
原
）

・
２
年
生
　
▽
世
利
弘
貴（
乙
植
木
）

　
▽
岩
田
優
香
（
須
恵
）
▽
岩
本

　
恵
美
（
須
恵
）
▽
黒
川
皓
平
（
一

　
番
田
）
▽
黒
川
雄
平
（
一
番
田
）

・
３
年
生
　
▽
笠
井
基
生（
大
島
原
）

　
▽
梶
原
翔
（
乙
植
木
）
▽
浦
川

　
ひ
か
る
（
南
米
里
）
▽
岡
山
凛
里

　
花
（
大
島
原
）▽
世
利
笑
菜
（
新

　
原
）

・
４
年
生
　
▽
中
村
有
偉
（
長
礼
）

　
▽
古
賀
太
一（
大
島
原
）
▽
金
山

　
由
季
恵
（
大
島
原
）
▽
吉
松
香

　
菜
子
▽
（
須
恵
）
古
舘
弥
之
（
大

　
島
原
）

・
５
年
生
　
▽
百
田
将
人
（
佐
 

 

　
谷
）▽
赤
司
真
里
菜（
長
礼
）

　
▽
吉
村
桃
香
（
須
恵
）
▽
長

　
澤
育
美
（
須
恵
）
▽
深
町
 

　
恵
汰
（
昭
穂
）

・
６
年
生
　
▽
篠
田
美
希
（
上

　
須
恵
）
▽
吉
松
建
（
須
恵
）

　
▽
安
松
聖
滉
（
乙
植
木
）
▽

　
松
岡
直
樹
（
西
原
）
▽
小
南

　
拓
夢
（
大
島
原
）

▼

１
年
生
　
中
園 

僚
介
さ
ん
（
昭 

穂
）

▼

２
年
生
　
萩
尾 

采
夏
さ
ん
（
大
島
原
）

▼

３
年
生
　
中
村 

依
沙
也
さ
ん
（
須
　
恵
）

▼

６
年
生
　
中
嶋 

匡
哉
さ
ん
（
須
　
恵
）

▼

５
年
生
　
稲
永 

桃
子
さ
ん
（
新
　
原
）

　「庭木が生い茂っているので手入れがしたい」、
「庭に雑草が生えて困っている」、「家の外回
りを片付けたい」など、こんな、こまごました
仕事は「杖の会」におまかせください。
　「杖の会」は、キメ細やかな仕事ぶりが自慢
です。
　その他、次のような活動も行なっています。

・簡単な大工、左官工事・障子、網戸の張り替え・
家屋の掃除・竹垣、くぐり戸の設置および補修
作業・その他軽微な作業など

お電話いただくと、すぐにお見積りにお伺いい
たします。

●事務局開設日・問合せ先
　月・金曜日　　　９：３０～１６：００
　火・水・木曜日　９：３０～１２：００
　杖の会事務局（須恵町社会福祉協議会取次）
　☎９３３－２１６０

つえ

1415

▼

４年生　大洲 綾音さん（上須恵）



祝い状を受ける橋本チヨノさん

　
須
恵
町
立
図
書
館
が
開
館
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

須
恵
町
立
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
「
内
田
麟
太
郎
」
講
演
会
が
、

８
月
21
日
（
日
）
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
詞
作
家
の
内
田
さ
ん
は
、
東
京

都
在
住
。
「
さ
か
さ
ま
ラ
イ
オ
ン
」

や
「
が
た
ご
と
が
た
ご
と
」、「
う
そ

つ
き
の
つ
き
」
な
ど
の
絵
本
で
、
多

く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
は
、「
ひ
る
ね
ぼ
ん
や
り

絵
本
が
で
き
た
」
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
内
田
さ
ん
が
作
家
に
な
っ

た
き
っ
か
け
や
、
本
を
作
る
秘
訣
、

賞
を
受
賞
し
た
と
き
の
体
験
談
な
ど

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
親

子
づ
れ
な
ど
約
１
８
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。
自
然
体
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
話
し
に
、
客
席
か
ら
は
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
布
絵
本
製
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
わ
ん
・
ぴ
い
す
の

安
武
タ
マ
エ
さ
ん
が
、
内
田
さ
ん
に

講
演
会
の
お
礼
と
し
て
、
内
田
さ
ん

の
絵
本
「
と
も
だ
ち
や
」
の
一
場
面

を
、
布
で
製
作
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ン
会
も
行

わ
れ
、
図
書
館
の
開
館
10
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　
須
恵
町
立
図
書
館
が
開
館
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

須
恵
町
立
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
「
内
田
麟
太
郎
」
講
演
会
が
、

８
月
21
日
（
日
）
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
詞
作
家
の
内
田
さ
ん
は
、
東
京

都
在
住
。
「
さ
か
さ
ま
ラ
イ
オ
ン
」

や
「
が
た
ご
と
が
た
ご
と
」、「
う
そ

つ
き
の
つ
き
」
な
ど
の
絵
本
で
、
多

く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
は
、「
ひ
る
ね
ぼ
ん
や
り

絵
本
が
で
き
た
」
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
内
田
さ
ん
が
作
家
に
な
っ

た
き
っ
か
け
や
、
本
を
作
る
秘
訣
、

賞
を
受
賞
し
た
と
き
の
体
験
談
な
ど

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
親

子
づ
れ
な
ど
約
１
８
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。
自
然
体
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
話
し
に
、
客
席
か
ら
は
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
布
絵
本
製
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
わ
ん
・
ぴ
い
す
の

安
武
タ
マ
エ
さ
ん
が
、
内
田
さ
ん
に

講
演
会
の
お
礼
と
し
て
、
内
田
さ
ん

の
絵
本
「
と
も
だ
ち
や
」
の
一
場
面

を
、
布
で
製
作
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ン
会
も
行

わ
れ
、
図
書
館
の
開
館
10
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　
９
月
19
日
（
月
）
は
敬
老
の
日

で
す
。
本
町
の
70
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
、
２
８
６
６
人
（
９
月
１

日
現
在
）
で
す
。
内
訳
は
、
男
性

が
１
０
８
４
人
、
女
性
が
１
７
８

２
人
で
す
。
こ
れ
は
、
町
人
口
の

11
・
05
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
最
高
齢
者
は
、
出
口
テ

ル
さ
ん
（
１
０
０
歳
・
新
原
区
）

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
１
０
０
歳

を
迎
え
る
、
橋
本
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
新

原
区
）
と
、
三
角
ユ
ミ
さ
ん
（
旅

石
区
）
を
、
９
月
21
日
（
水
）
に
、

県
と
町
職
員
が
訪
問
し
て
、
内
閣

総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の
祝
い

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
敬
老
の
日
を
前
後
し

て
町
内
各
区
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、

町
長
や
区
長
の
祝
辞
や
催
し
物
で

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

９
月
 19 
日
は
敬
老
の
日

新
原
会
が
財
産
を
寄
付

新
原
会
が
財
産
を
寄
付

新
原
会
が
財
産
を
寄
付

　
財
団
法
人
須
恵
町
新
原
会
が
、
同

会
の
財
産
現
金
約
５
２
０
万
円
と
土

地
約
２
０
０
０
㎡
を
本
町
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
新
原
区
児
童
の
安
全
な

心
身
の
発
育
や
青
少
年
不
良
化
防
止
、

健
全
育
成
な
ど
を
目
的
に
、
昭
和
45

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

区
内
の
各
種
団
体
へ
の
援
助
や
、
街

灯
の
た
て
か
え
や
修
理
な
ど
活
動
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、

同
会
が
解
散
し
て
残
っ
た
現
金
や
土

地
の
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
回
の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
（
水
）
に
、
寄
付
の
た

め
来
庁
さ
れ
た
湯
下
香
さ
ん
は
、
目

録
を
手
渡
し
て
「
町
の
た
め
有
効
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

大
活
躍
！

大
活
躍
！

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

大
活
躍
！

大
活
躍
！

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

大
活
躍
！

大
活
躍
！

須
恵
剣
友
会
全
国
大
会
な
ど
で

大
活
躍
！

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

― 

少
年
玉
竜
旗
争
奪
剣
道
大
会 

―

― 

少
年
玉
竜
旗
争
奪
剣
道
大
会 

―

― 

全
日
本
少
年
剣
道
練
成
大
会 

―

― 

全
日
本
少
年
剣
道
練
成
大
会 

―

　
第
40
回
少
年
玉
竜
旗
争
奪
剣
道

大
会
（
テ
レ
ビ
西
日
本
・
西
日
本

新
聞
社
主
催
）
が
、
８
月
６
日
（
土
）

に
福
岡
市
九
電
記
念
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
剣
友
会
が

出
場
し
て
小
学
生
団
体
戦
に
お
い

て
、
強
豪
チ
ー
ム
を
勝
ち
抜
き
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
大
会
は
勝
ち
抜
き
方
式
で
試

合
が
行
わ
れ
、
先
鋒
で
出
場
し
た

百
田
尚
生
く
ん
が
10
人
抜
き
を
果

た
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
３
２

０
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

▼
入
賞
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

　
第
40
回
全
日
本
少
年
剣
道
練
成
大

会
（（
財
）
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟

主
催
）
小
学
生
団
体
戦
が
、
８
月
８

日
（
月
）
に
日
本
武
道
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
剣
友
会
が
出

場
し
て
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
を
勝
ち

抜
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
お
さ
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
し
た
同
チ
ー
ム
は
、
今
大
会
の

優
勝
チ
ー
ム
に
惜
敗
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
活
躍
は
全
国
に
須
恵
剣
友
会

の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
全
国
各
都
道
府
県
か
ら

選
抜
さ
れ
た
５
４
０
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
入
賞
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

　
第
26
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
須
恵
町
体
育
協
会
主
催
）
が
、
９

月
４
日
（
日
）
に
健
康
広
場
を
主
会

場
に
全
７
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
各
分
館
か
ら
35

チ
ー
ム
、
５
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

▼
大
会
結
果（
各
パ
ー
ト
準
優
勝
ま
で
）

・
第
１
パ
ー
ト
　
▽
優
勝
　
乙
植
木

　
Ｂ
　
▽
準
優
勝
　
須
恵
Ｂ

・
第
２
パ
ー
ト
　
▽
優
勝
　
川
子
二

　
▽
準
優
勝
　
一
番
田

・
第
３
パ
ー
ト
　
▽
優
勝
　
須
恵
Ａ

　
▽
準
優
勝
　
新
原
Ａ

・
第
４
パ
ー
ト
　
▽
優
勝
　
佐
谷
Ｂ

　
▽
準
優
勝
　
乙
植
木
Ａ

水泳競技で大活躍水泳競技で大活躍！水泳競技で大活躍！
　第４８回福岡県民体育大会水泳競技が、８月２１日（日）に北九

州市小倉南区の文化記念プールで行われました。

　この大会に、本町の体育協会水泳部が出場して、次のとおり好成

績をおさめました。

▼大会結果（本町のみ・３位まで・敬称略）

部　　門
一般女子３０歳～３４歳　５０ｍ平泳

一般男子４５歳～４９歳　５０ｍ平泳

一般男子１８歳～２９歳　５０ｍ平泳

一般女子３０歳～３５歳　５０ｍ自由形 櫻木美奈子

一般女子２００ｍリレー

一般男子２００ｍリレー

〃

〃

　　　〃　　　　　　　　５０ｍ背泳

　　　〃　　　　　　　５０ｍ自由形

櫻木美奈子

櫻木美奈子

園田　 勇

園田　 勇

合屋　伸好

二宮　理恵

二宮　理恵
稲永　隆一
二宮　理恵

優　勝

優　勝

準優勝

準優勝
準優勝

準優勝

準優勝

準優勝

３　位

３　位

氏　　名 成　　績

え
こ
と
ば
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▲火災警報器(天井)

火
災
警
報
器(

壁)
▲

ケアビクス
「無理せずすわってできます」
林崎　万里子　先生

ケアビクス
「やさしく筋力アップ」
林崎　万里子　先生

年賀状セット
(5枚1組 )
柴田　裕史　先生

歯 (は )つらつ
健康スマイル
歯科衛生士

伊豆丸　美恵　先生

転ばぬ先の知恵
「簡単体力チェックつき」
日本予防医学協会

ほのぼの体操
「笑って健康」
高濱　弥生　先生

陶芸

光安　逸子　先生

ハンドベルと
懐かしい唱歌

近藤　美奈湖　先生

　
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
律
に

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。（
消
防
法
第
９
条
の
２
）

　
ま
た
、
本
年
６
月
28
日
の
粕
屋

南
部
消
防
組
合
議
会
（
組
合
長 

南

里
辰
己
志
免
町
長
・
議
員
は
、
志
免
・

宇
美
・
須
恵
・
粕
屋
・
篠
栗
・
久

山
町
で
構
成
）
に
お
い
て
、
火
災

予
防
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
基
準
等
及
び
既
存

住
宅
（
す
で
に
建
築
さ
れ
て
い
る

住
宅
）
へ
の
適
用
時
期
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会

　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

　安全で安心して暮らせる地域の実現を目指

し、１０月１１日から１０月２０日の間、全

国地域安全運動が実施されます。

　犯罪から自分を守るのは、自分自身です。

　わが家が、そして家族が犯罪にあわなくて

すむよう、犯罪防止の意識と知識を身につけ

ましょう。

・窓を閉め、キーを抜き、施錠を。

・車内に貴重品や現金、カード類などを置か 

　ない。

防犯対策
できることから一つずつ始めよう！！

『
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

『
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

『
定
期
普
通
救
命
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

『
定
期
普
通
救
命
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

『
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

『
定
期
普
通
救
命
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
家
に
も
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
!!

▼
適
用
期
日

・
新
築
住
宅
　
平
成
18
年
６
月
１

　
日
以
降
に
建
築
す
る
も
の
に
設

　
置
が
必
要

・
既
存
住
宅
　
平
成
21
年
５
月
31

　
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

▼
設
置
義
務
者

　
住
宅
の
関
係
者
（
住
宅
の
所
有
者
、

管
理
者
ま
た
は
占
有
者
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。「
住
宅
」
に
は
、
共
同

住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
）
や
事
業
所
に
併
設
さ
れ
た

住
宅
部
分
も
含
ま
れ
ま
す
。(

自
動

火
災
報
知
設
備
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
る
住
宅
に
は
設
置
不
要
で
す
。)

▼
設
置
場
所

・
寝
室（
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室
）。

　
た
だ
し
、
来
客
が
一
時
的
に
就

　
寝
す
る
よ
う
な
「
客
間
」
は
除

　
き
ま
す
。

・
寝
室
が
存
す
る
階
か
ら
直
下
階

　
に
通
ず
る
階
段
の
上
端
。（
た
と

　
え
ば
２
階
建
て
の
場
合
、
寝
室

　
が
１
階
の
み
の
場
合
は
、
階
段

　
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

・
そ
の
他
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合

　
火
災
予
防
条
例
で
定
め
る
場
所
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

　
火
災
警
報
器
に
は
、
煙
に
反
応

す
る
タ
イ
プ
と
、
熱
に
反
応
す
る

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

消
防
法
改
正
で
は
、
煙
タ
イ
プ
の

設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
に
は
、
感

知
部
と
警
報
部
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た
単
体
タ
イ
プ
の
警
報
器
と
、
感

知
器
、
受
信
機
、
中
継
器
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ

の
警
報
設
備
が
あ
り
ま
す
。

　
単
体
タ
イ
プ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
に
は
、
電
池
式
と
電
源
式
が

あ
り
、
価
格
は
機
能
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
数

千
円
〜
１
万
円
前
後
の
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。
今
後
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
な
ど
で
色
々

な
機
種
が
販
売
さ
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
購
入
に
際
し
て
は
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
検
査
に
合
格
し
た

こ
と
を
示
す
、
鑑
定
マ
ー
ク
（
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
）
が
付
い
て
い
る
製
品

を
推
奨
し
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
消
火
器
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
販

売
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
訪
問
販

売
等
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
悪
質
な
例

・「
す
べ
て
の
部
屋
に

　
設
置
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。」、「
今

　
す
ぐ
取
り
付
け
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、

　「
こ
の
商
品
で
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。」、

　「
点
検
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。」

　
な
ど
、
内
容
を
偽
っ
て
販
売
す
る
。

・
高
額
な
料
金
や
設
置
手
数
料
を

　
請
求
し
た
り
、
必
要
な
性
能
を

　
満
た
し
て
い
な
い
製
品
を
安
価

　
で
販
売
す
る
。

・
消
防
職
員
の
よ
う
な
服
装
で
、「
消

　
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
。」
な

　
ど
と
言
っ
て
販
売
す
る
。

▼
問
合
せ
先

・
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課
　
　

　

９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
　
　

　

０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１
１

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
受
付
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
の
９
時
か
ら
17
時
（
土
、

　
日
お
よ
び
祝
日
は
休
み
）　

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
金
）・
19
日

　（
土
）
の
２
日
間
（
９
時
〜
17
時
）

▼
場
所
　
中
部
消
防
署
（
粕
屋
町

　
上
大
隈
55
‐
１
）

▼
定
員
　
60
人

▼
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
込
み
）

▼
受
付
期
間
　
10
月
24
日
（
月
）　

　
〜
11
月
11
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
　
　

　

９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

▼
日
時
　
11
月
４
日
（
金
）
９
時

　
〜
12
時

▼
場
所
　
粕
屋
南
部
消
防
本
部

▼
定
員
　
30
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
　

　
消
防
本
部
救
急
係

９
３
５
・
５
１
１
１
（
代
表
）

悪質な訪問販売
等に十分注意!!
悪質な訪問販売
等に十分注意!!

車上狙い防止のために

＜車を守る＞
・車を離れる際には、わずかの間でも窓を閉

　め、車のキーを抜き、施錠を。

・スペアキーを車内に置いたり、車体にはり

　つけない。

・車には防犯装置（イモビライザーなど）を。

・バイクや自転車にはツーロック（２つ以上

　のかぎ）を。（自転車・バイクの購入時に

　は「防犯登録」を）

・路上駐車、路上駐輪をしない。

・駐車場は明るく、

　周囲からの見通しが

　よい場所を。
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次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成16年12月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　10月31日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　 932-1151

としょかんまつりとしょかんまつりとしょかんまつりとしょかんまつりとしょかんまつりとしょかんまつりとしょかんまつり １０月２９日（土）～１１月３日（木）
（１０月３１日は休館です）

「世界ステンドグラス文化図鑑」
ヴァージニア・チェッフォ・ラガン著
東洋書林

「シャバヌ」
スザンヌ・ステープルズ　作

ポプラ社

「木」
佐藤　忠良　画
木島　始　文
福音館書店

「ぷくちゃんのたくさんだっこ」
ひろかわ　さえこ　作

アリス館

　パキスタンのインド国境近く
チョリスターン砂漠で、ラクダ
を放牧して暮らす少女シャバヌ。
慣習のくびきの中で精一杯自
分らしく生きようとする姿を生き
生きと描く。米ニューベリーオナー
受賞。

　いっぽんの木をじっと見てみ
る。絵に描いてみる。老樹たち
の曲がりくねった胴体、しっか
りと地球を捉えながら支えてい
る根っこたち。木は色々なことを
語りかけてくれる。

　ぷくちゃんはだっこが大好き。
おばあちゃんのは、ほんわかだっ
こ。おじいちゃんのは、ゆったり
だっこ。おとうさんのは、しっか
りだっこ。そしておかあさんの
は・・・。ぷくちゃんえほんは全５
冊あり。

　光と色によるガラスの芸術、ステ
ンドグラス。その起源から現代まで
の製作技術の歴史をたどるとともに、
様々な地域的特徴や時代背景の解
説をもとに窓に描かれた物語の意
味などを写真とともに解説している。
　須恵町ボランティアセンターの
ステンドグラスも必見。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

鮎川　大樹　ちゃん
（Ｈ１６．１０．１８生まれ）

だいじゅ

「いつも笑顔で愛嬌たっぷりの大ちゃ
ん。沢山の家族に囲まれてずいぶんた
くましくなったね。これからもすくす
く大きく成長する姿を見守っています」

佐谷区（光一･優　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

合屋　晴喜　　ちゃん
（Ｈ１６．１０．２９生まれ）

「晴喜　　誕生日おめでとう！　ご
はんをいっぱい食べて、太智兄ちゃ
んと仲良くけんかしながら元気に育っ
てください。晴喜の笑顔が最高です 」

乙植木区（武･淑子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

益田　朗佳 ちゃん
（Ｈ１６．１０．１８生まれ）

さかえ

「朗佳ちゃん、１歳の誕生日おめでとう
みんなに愛される女性になって下さい。

ママより♪　　いつまでも元気で明るい
サエちゃんでいて下さい。パパより♪　」

旅石区（賢･朗子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

今泉　諒 ちゃん
（Ｈ１６．１０．２３生まれ）

「諒くん、お誕生日おめでとう。こ
れからも元気で明るく育ってね！　
お姉ちゃんと仲良く遊んでね」

甲植木区（宏暢･純子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

はるき
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寺坂　祥 ちゃん
（Ｈ１６．１０．２６生まれ）

「祥くん、１歳のお誕生日おめでとう！　
いつも笑顔でいっぱい笑ってくれるので、
パパとママはいつも元気をもらっています。
これからも男の子らしく元気に育ってネ 」

須恵区（淳･裕美子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

安河内　仁ちゃん
（Ｈ１６．１０．２５生まれ）

「仁、１歳の誕生日おめでとう。こ
れからも竜兄ちゃんと仲良く、人に
優しく強い男の子になって下さい」

須恵区（准一･由香　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

あきら じん

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

ヤングアダルト

赤ちゃん絵本

一 般 書

児 童 書

☆あかちゃんおはなし会（各日とも１０：３０～）
　 10月20日（木）・11月17日（木）

☆おはなし会（各日とも１４：００～）
　 10月15日（土）・11月12日（土）・19日（土）

☆工作教室（１４：００～）
　 11月26日（土）

※11月3日(木)は閲覧室は利用できません。
○印は休館日です。
●毎月最後の木曜日は蔵書点検のため休館いたします。

麻しん・風しんの予防接種の変更について麻しん・風しんの予防接種の変更について
  予防接種法の改正により、平成１８年４月１日から、麻しん、風しんの予防接種が変わります。

現行（平成１８年３月３１日まで）

麻しん　１歳～７歳半　１回接種

風しん　１歳～７歳半　１回接種

※１歳になったらすぐ接種しましょう。 ※対象は１期を接種した人です。

麻しん風しん混合
ワクチン

（ＭＲワクチン）

１期　１歳～２歳の誕生日の
　　　前日まで

２期　小学校にあがる前の年度
（４月１日～３月３１日）

※予防接種が済んでいない人や罹患していない人は、
　平成１８年３月３１日までに接種してください。

※現行で、麻しん・風しんの予防接種が両方とも済んでいる人や、
　どちらか片方でも済んでいる人、又は、どちらか片方でも罹患
　した人は対象になりません。

●問合せ先　役場保健環境課　健康係　  

ちくちく一針ソーイング
タペストリーをみんなで完成させよう！
ちくちく一針ソーイング
タペストリーをみんなで完成させよう！

読書ボランティア養成講座読書ボランティア養成講座

１０月２９日（土）・３０日（日）・１１月３日（木）の３日

間、図書館や催し物会場でみなさんの一針をお願いします。

科学あそび教室
・・科学の不思議な世界にご招待・・
科学あそび教室
・・科学の不思議な世界にご招待・・
　液体窒素の実験や工作をします（事前に申し込みが必要です。）

●日時　１０月３０日（日）１４：００～

●場所　武道場

●対象者　町内在住の小中学生

●定員　３０人（定員になり次第終了）

●受講料　材料代として１００円

ブックリサイクルブックリサイクル
●日時　１１月３日（木）１０：００～（なくなり次第終了）

●場所　図書館前広場（雨天時は閲覧室）

おはなしリレーおはなしリレー
　ボランティアさんによるおはなし会です。１日で５つのボランティア

グループのおはなしが聞けます（時間などの詳細は問い合わせください）。

●日時　１１月３日（木）１１：００～

読書ボランティアに興味がある方、参加されませんか？

（事前に申し込みが必要です。）

①１０月２９日（土）１０：００～１２：００

　富原美智子さんによる講演会

②１１月５日（土）１０：００～１２：００

　絵本の選び方・読み聞かせの仕方

③１１月１２日（土）１０：００～１２：００

　読み聞かせの実習

●場所　ボランティアセンター

●定員　３０人（定員になり次第終了）

●受講料　無料

●申込み・問合せ先　須恵町立図書館　　 ９３２－６３６４

改正後（平成１８年４月１日以降）
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自治医科大学
●受験資格　高等学校もしくは 

　中等教育学校を卒業した人お

　よび平成１８年３月卒業見込

　みの人、またはこれと同等以

　上の学力があると認められる

　人

●学力試験期日　平成１８年

　１月２６日（木）

●面接試験期日　平成１８年

　１月２７日（金）

●書類頒布・問合せ先

　福岡県保健福祉部保健福祉課

　 ６４３－３２３８

福岡養護学校体験入学
　来春入学を希望する幼児、児

童生徒を対象に小学部、中学部、

高等部では、在校生と一緒に勉

強をして、楽しいひとときを過

ごす計画を、次のように立てて

います。参加を希望する児童生

徒は現在通っている学校に、就

学前幼児は在住の教育委員会に

申し込んでください（直接、本

校に電話などで申し込まれても

結構です）。

●期日

・小学部および高等部　１１月

　２１日（月）・同月２９日（火）

　のいずれかの１日

・中学部　１１月２２日（火）・

　同月３０日（水）のいずれか

　の１日

●日程　９：３０～受付　

　１２：００終了

●場所　福岡県立福岡養護学校

　（新宮町緑ケ浜４－１－１）

●申込み締切り　１０月１４日      

　(金）

※　また、本校では障害のある

　幼児、児童生徒を対象に、教

　育相談を毎週月～金曜日

　（１０：３０～１５：００）　

　に行なっていますので、ご利

　用ください

●申込み先　

　福岡県立福岡養護学校

９６３－００３１

クリークの恵みフェスタ
　美しい田園風景と、クリーク

の町佐賀県千代田町。

　あなたも水の文化・恩恵を体

験してみませんか。

●期日　１１月１３日（日）

●場所　佐賀県千代田町（博多

　駅～千代田町の送迎バスを運

　行します）

●参加対象　福岡市およびその

　近隣にお住まいで、１２歳以

　下のお子さまがいらっしゃる

　ご家族

●定員　２０家族（応募者多数 

　の場合は抽選）

●参加料　大人（中学生以上）

　１人２，０００円、子ども1

　人１，０００円（幼児は無料）

●応募方法　ハガキ、FAXで。

　参加希望者全員分の住所・氏

　名・年齢（学年）・電話番号

　を明記の上申し込んでください。

●応募締切り　１０月１４日(金)

　(ハガキの場合は当日消印有効）

●申込み・問合せ先　

　クリークの恵みフェスタ実行

　委員会(千代田町企画課内）

　(〒８４２－８５０２　佐賀県

　神埼郡千代田町直鳥１６６－１)

０９５２－４４－２１１２

　FAX０９５２－４４－３２８７

母子家庭・寡婦のための
就業支援講習会　

●講習会名　ガイドヘルパー養

　成講習会

●期日　１１月３０日（水）～

　１２月１８日（日）

●場所　クローバープラザ（春

　日市原町３－１－７）

●開催日数　６回

●受講資格　次のすべてに該当

　する人

・母子家庭の母又は寡婦

・ホームヘルパー２級課程修了

　者

・ガイドヘルパーとして従事す

　ることを希望する人およびす

　でに従事している人で全課程

　を受講できる人

●定員　２０人

●受講料　無料（ただし、テキ

　スト代などで１２，０００円

　程度自己負担）

●託児　有（事前に予約者のみ）

●申込み方法　各市町村福祉担

　当課および福岡県保健福祉環

　境事務所保健福祉課に備え付

　けの申込用紙に記入のうえ送

　付してください。

●申込み締切り　１０月２８日

（金）

●申込み・問合せ先　

　社会福祉法人　福岡県母子寡

　婦福祉連合会（〒８１６－０

　８０４　春日市原町３－１－

　７）

５８４－３９２２

福岡矯正展
　福岡刑務所における矯正行政

の現状を広くご理解していただ

くとともに、地域社会との協調

融和を促進するため、「第１７

回福岡矯正展～宇美町移転４０

周年記念～」を次のとおり開催

します。たくさんのご来場をお

待ちいたしております。

●日時　１０月２９日（土）・

　３０日（日）１０：００～

　１６：００

●場所　福岡刑務所構内（宇美

　町障子岳南６－１－１）

●催し物　矯正の現状、施設の

　役割紹介、各種教育活動など

　の紹介、木工・竹細工・わら

　細工教室などの開催、刑務所

　作業製品および少年院職業補

　導製品の展示即売など

●問合せ先

　福岡刑務所作業部門

　 ９３２－０３９５

ふくおか花フェスタ
2005 in北九州

　福岡県と花き関係団体が、「花

あふれる潤いとやすらぎのある

くらしの創造」をテーマに、花

のある暮らしやまちづくりを普

及し、花あふれる福岡県をめざ

して実施する、花の総合イベン

トです。

●会期　１１月２６日（土）・

　２７日（日）

●会場　北九州市立総合農事セ

　ンター（北九州市小倉南区横

　代東町１－６－１）

●内容　①フラワーデザイナー

　今橋玲子氏によるフラワーデ

　モンストレーション　②ハン

　ギングバスケットデモンスト

　レーションなど

●入場料　無料

●問合せ先

　花あふれるふくおか推進協議 

　会事務局（福岡県農政部生産

　流通課花き係）

　 ６４３－３４８９

大学等合同会社面談会
　福岡県では、大学・短大・高

専・専修学校・公共職業能力開

発施設を、平成１８年３月に卒

業される人（平成１７年３月卒

業の未就職者を含む。）を対象

にした合同会社面談会を、次の

とおり開催します

●日時　１１月１５日（火）

　１２：００～１６：３０（受

　付時間１１：００～１６：０

　０）

●会場　福岡市九電記念体育館  

　（中央区薬院４－１４－１）

●問合せ先

　福岡県労働政策課

　 ６４３－３５９２

一日合同行政相談所
●日時　１０月１８日（火）

　１０：３０～１６：００

●場所　福岡市健康づくりセン

　ター「あいれふ」１０階講堂

（中央区舞鶴２－５－１）

●主な相談内容　①税金（所得税、

　相続税、固定資産税）　②年

　金・保険（国民年金、厚生年金、

　健康保険）　③消費者問題（訪

　問販売、通信販売、クレジッ

　ト）など

●問合せ先

　総務省九州管区行政評価局

　 ４３１－７０８１

北筑前養護学校
「文化祭」「体験学習」
●文化祭

○日時　１１月３日（木）９：

　３０～１４：００

○場所　県立北筑前養護学校

○内容　児童生徒による学習発表、

　中学部生徒による作業学習製

　品販売など

●体験学習

○日時　１１月１４日（月）～

　同月１８日（金）（全５回）

　９：３０～１２：１０

○場所　県立北筑前養護学校

○趣旨　知的発達に遅れのある

　幼児児童生徒の適正就学を図

　る（養護学校への就学を勧め

　るものではありません）。

○内容　在校生との合同学習体 

　験（学校見学、授業参観、教

　育相談）

●問合せ先

　福岡県立北筑前養護学校（古

　賀市千鳥４－３－１）

　 ９４３－８６７４

試　験

募　集

お知らせ
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鶴
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様
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遺
族
　
野
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様

須

恵

区

貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　☎９３３－２１６０
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南
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防
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初
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改
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、
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も
の
時
に
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ま
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●

●

●

●

●

●

月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科
休　日　当　番　医

※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

☎471-0099

粕屋南部消防本部

☎935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

10月16日 中川整形外科（宇美）

松尾医院（粕屋）

八尋整形外科（志免）

大川外科（志免）

上野外科病院（志免）

太田整形外科（須恵）

933-6588

938-7330

932-8877

935-2600

935-1600

935-0316

23日

30日

11月3日

6日

13日

水　道　当　番
　各家庭の水道で修理を必要とする故障や、
水道管の破裂、漏水などが発生した場合は、
まず元栓を締めて、下記日程の指定業者まで
至急ご連絡ください。

月　　　日 当 番 業 者 電　話

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

10月

11月

今泉住宅設備(甲植木)

(株 )光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株 )光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

14

16

18

20

22

24

26

28

30

1

3 

5 

7 

9 

11 

13 

15

15

17

19

21

23

25

27

29

31

2

4

6

8

10

12

14

16

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分

10月

11月

健康・子育て・児童相談

18日 (火 )

1日 (火 )、15日 (火 )

行政・人権・心配ごと相談

－

10日 (木 )

障害者相談

25日 (火 )

8日 (火 )

高齢者相談

19日(水 )、26日 (水 )

2日 (水 )、9日 (水 )

弁護士相談（要予約）

20日 (木 )、27日 (木 )

10日 (木 )

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆11月のカレンダー

火

火

火

3

6

月7

8

第２１回
レディースフェスタ
ポリオ生ワクチン

経口接種

３歳児健診
（平１４年１０月生）

夜間役場

保健センター

保健センター

須恵中体育館

13:45～14:15
受　付

13:45～14:15
受　付

13:30～14:30
受　付

13:30～14:30
受　付

17:15～20:00

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆10月のカレンダー

４か月児健診
（平１７年6月生）

第２４回
かるた大会 あおば会館 8:30～受付

9:00～開会

高齢者医療説明会
(新規該当者のみ)

保健センター

保健センター

運動公園

月24

火25

保健センター

保健センター

保健センター

9:40～受付
10:00～11:00

13:00～受付
13:30開会

第３回
若杉の森マラソン大会

スポーツフェスタ・ふくおか
「生涯スポーツセミナー」

生涯学習まちづくり
フォーラム アザレアホール須恵

アザレアホール須恵

ボランティアセンター ボランティアセンター

13:30～14:30
受　付
13:30～14:30
受　付

13:45～14:15
受　付

13:45～14:15
受　付

水

土

26

29

30

20 ぴよぴよサロン

1

文化の日

リハビリ教室

10:00～

ポリオ生ワクチン
経口接種

ポリオ生ワクチン
経口接種

９か月児健診
（平１７年１月生）

17

16

月

日

木

日

日

木

9
１歳６か月児健診
（平１６年４月生）

ＢＣＧ接種
（平１７年５月１６日
以降に生まれた人）

保健センター

保健センター

夜間役場 役場窓口 17:15～20:00

13:30～16:00

13:00～開会

8:30～受付

水

15

役場窓口

住民課 内線１１１番税務課 内線１３１番

１０月からすべての窓口来庁者の
確認を行なっています

年末調整説明会を開催します

平成１７年９月１日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,687

13,091

25,778

9,036

( － 1 )

(－12)

(－13)

( ＋ 8 )

人

人

人

戸

国
民
健
康
保
険
税
・
・
５
期
分

町
・
県
民
税
・
・
・
・
３
期
分

　平成１７年分源泉所得税の年末調整説明会を、
次のとおり開催します。

●日　時　１１月１６日（水）
　　　　　１０：００～１２：００
●場　所　アザレアホール須恵
●対象者　須恵町内の源泉徴収義務者
・会場の駐車台数に限りがありますので、来場
　にはできるだけ公共交通機関をご利用ください。
・年末調整関係資料を事前に送付しますので、
　来場の際は必ずご持参ください。
・本年は、年末調整関係書類に案内状を同封し
　ています。
●問合せ先　香椎税務署　法人課税第５部門
　☎６６１－１０３１（内線４５０～４５３）

　本年４月の、個人情報保護法の施行により、本人

確認を厳格にするために、住民票の写しや住民記載

事項証明、戸籍の附票の請求の際の窓口来庁者には、

現在、本人確認のための書類（運転免許証や健康保

険証など）の提示をお願いしています。

　この本人確認の範囲が、１０月からは上記の他に、

戸籍謄抄本の請求や転入・転出などの住民異動届に

ついても、本人確認をすることとなりました。

　みなさまの、ご理解とご協力をお願いいたします。

管理課 内線２３３番

水道メーター検針人を募集します
　役場上下水道部管理課では、水道メーター検針人

を次のとおり募集しています。

●募集人員　若干名

●検針地区　町内各地区

●勤務日数　毎月１８日ごろから４日間程度

企画課 内線３４４番

調査票の記入はお済みですか？
●１０月１日現在で、平成１７年国勢調査が行

　われています。

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が

　対象となります。

●１０月上旬に、国勢調査員がみなさんのお宅

　に調査票を受け取りにうかがいます。

☎代表代表932-1151932-1151☎代表932-1151
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